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さ
の
ま
る
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
有
効
期
限 

　

同
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、
平

成
27
年
12
月
31
日

（木）
ま
で
で
す
。

　

お
手
持
ち
の
商
品
券
は
、
お
早

め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
佐
野
商
工
会
議
所　

☎
（２２）
５
５
１
１

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
や
め

ま
し
ょ
う 

　

毎
年
、
野
焼
き
の
通
報
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
野

外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
は
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
に
違
反
し
て
野
外
焼
却
を

し
た
場
合
は
「
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

又
は
こ
れ
ら
の
併
科
」
に
処
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
農
業
行
為
な
ど
の
法
律
の

例
外
に
関
し
て
も
、
周
辺
の
生
活

環
境
へ
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
中
止
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
み
は
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
搬
入
や
業
者
依
頼
を
す

る
な
ど
を
検
討
し
、
適
切
な
処
分

に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

野
焼
き
行
為
は
、
発
生
す
る
煙

に
よ
る
悪
臭
・
健
康
被
害
や
火
災

の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。
法
律

違
反
と
な
る
野
焼
き
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝
環
境

政
策
課
☎

（２０）
３
０
１
３

足
利
佐
野
都
市
計
画
の
変
更

に
関
す
る
案
の
縦
覧　

　

西
浦
・
黒
袴
地
区
に
お
け
る
都

市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
案
を
縦

覧
し
ま
す
。
都
市
計
画
の
案
に
意

見
の
あ
る
方
は
、
市
長
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
案
の
名
称
＝
①
足
利
佐
野
都
市

計
画
用
途
地
域
の
変
更
、
②
足
利

佐
野
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

▼
対
象
地
域
＝
西
浦
町
お
よ
び
黒

袴
町
の
各
一
部

▼
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
＝

12
月
８
日

（火）
～
22
日

（火）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
▼
縦
覧
場
所
＝
都

市
計
画
課
（
新
庁
舎
５
階
）

▼
意
見
書
提
出
方
法
＝
縦
覧
場
所

に
用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
間

内
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
ご
提

出
く
だ
さ
い

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１
（
住
所
不

要
）
都
市
計
画
課

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
０

農
業
用
免
税
証
の
交
付

　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
軽
油
を
燃
料
と
す
る
農
業
用
機

械
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
耕
作

面
積
に
応
じ
て
、
軽
油
引
取
税
が

免
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的

な
作
業
の
す
べ
て
の
委
託
を
受
け

て
農
作
業
を
行
う
方
」
に
つ
い
て

も
免
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

免
税
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
安

足
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物
＝
農
業
委
員
会
の
発
行

す
る
耕
作
証
明
書
、
印
か
ん
、
栃

木
県
収
入
証
紙（
420
円
）、
機
械
の

カ
タ
ロ
グ
、
農
作
業
受
委
託
に
関

す
る
契
約
書
等
の
受
託
作
業
の
内

容
を
証
す
る
書
類

▼
申
請
＝
１
月
６
日

（水）
～
１
月
８

日
（金）
の
間
に
、
安
蘇
庁
舎
内
の
安

足
県
税
事
務
所
へ

■
問
合
せ
＝
同
所
☎

（２３）
１
４
５
８

と
ち
ぎ
就
職
支
援
合
同
面
接

会
　

栃
木
県
で
就
職
を
希
望
し
て
い

る
方
を
対
象
に
「
と
ち
ぎ
就
職
支

援
合
同
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
２
日

（火）
・
３
日

（水）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

時
30
分
～
４
時　

▼
会
場
＝
県
庁

東
館
４
階
講
堂
（
宇
都
宮
市
）

▼
参
加
企
業
＝
１
日
50
社
（
午
前

の
部
・
午
後
各
25
社
）
計
100
社

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
労
働
政
策
課　

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
２
２
４

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

▼
訓
練
科
・
定
員
＝
機
械
加
工
科

５
人
、
板
金
溶
接
科
５
人

▼
期
間
＝
１
月
５
日

（火）
～
６
月
23

日
（木）
（
６
カ
月
間
）　

▼
費
用
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
＝
12
月
４
日

（金）
～
17
日

（木）

（
選
考
日
12
月
25
日
）
に
同
校
へ

■
問
合
せ
＝
同
校
☎
０
２
８
４

（９１）

０
８
０
３

※
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
35年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高付属中受験対策

LSE英語教室 LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金下教室  24 -1659
富岡教室   23 -6463
三好教室   62 -1847

今
月
の
納
税

　

12
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
４
期
、
、
国
民
健
康
保

険
税
第
６
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

収
納
課

☎
（２０）
３
０
１
０
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は

人
権
週
間
で
す　

　

12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
宣
言
」

の
採
択
（
１
９
４
８
年
12
月
10
日
）

を
記
念
し
て
、「
人
権
デ
ー
」と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10

日
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、「
み

ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
～
考

え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
、
育
て
よ

う
思
い
や
り
の
心
～
」
を
重
点
目

標
と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
命

の
尊
さ
を
知
り
、「
共
に
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
☎

（２７）
２
３
５
４

特
設
困
り
ご
と
・
人
権
相
談
所

　

人
権
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
８
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
受
付
３
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（２７）
２
３
５
４

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相

談
所

　

登
記
、
年
金
、
税
金
、
福
祉
、

相
続
、
借
金
、
法
律
問
題
な
ど
の

相
談
を
専
門
家
が
お
受
け
し
ま
す

（
無
料
、
予
約
不
要
）。

▼
日
時
＝
12
月
10
日

（木）
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
イ

オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新
都
市

■
問
合
せ
＝
総
務
省
栃
木
行
政
評

価
事
務
所

☎
０
２
８（
６
３
４
）４
６
８
０

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
に
支
障
が
あ
る
小
中
学

生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
、

給
食
費
、
医
療
費
な
ど
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。
申
請
の
際

に
は
、
就
学
先
の
学
校
や
学
校
教

育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
７

文
化
会
館
の
年
末
開
館
時
間
の

短
縮
に
つ
い
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
資
源
の
効
率

的
な
運
用
を
目
的
と
し
て
、
夜
間

区
分
を
休
館
し
ま
す
。
▼
短
縮
日

時
＝
12
月
25
日

（金）
・
26
日

（土）
・
27

日
（日）
午
後
５
時
30
分
～
10
時　

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

まち・ひと・しごと創生（佐野市版）　～人口ビジョン～

　先月号では、本市の人口について、平成２２年の約１２万１千人から平成４５年には約６万７千人

まで減少する推計があり、こうした人口減少は、地域経済や地域社会にさまざまな問題を生じさせる

恐れがあるため、その対策のために計画を策定していることをお伝えしました。

　計画策定に先立ち、計画の目標となる将来人口をどの程度にするか定めるため、まず人口の現状を

把握し、分析しました。そこで分かった人口動態の特徴のひとつに２０歳代男女における首都圏への

転出者が非常に多い現状がありました。また、市内在住者や市内高等学校の生徒の協力を得て、人口

減少対策に関するアンケートを実施し、将来何人子どもが欲しいか尋ねたところ、現在の出生率１．

４７よりも高い１．８９という希望出生率となりました。

　このようなことから若い世代の転入者を増加させるとともに、市民には佐野市に住み続けられるよ

うな取り組みを行います。また、希望出生率を叶えられるよう、これまで以上の子育て支援に加え就

業環境の改善など、人口減少を克服するために必要なことを総合的に実施することで、平成４５年の

人口として、先述の推計値より１万８千人多い「約８万５千人」を維持する目標を定めました。

■

問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００

１２月１０日（木）～２３日（水・祝）
　１月１８日（月）～３月１２日（土）

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで

8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126 建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

3月30日までの予約受付中

上記期間中、市内発着の無料送迎バスを
毎日運行します。
１泊でも２泊でも、自由なスケジュールで
冬の日光を気軽にお楽しみください。

冬期

無料送迎バス
毎日運行

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
な
ど
の
停
止
に
つ
い
て

　

12
月
11
日

（金）
は
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
交
付
・
広
域
交
付
住

民
票
の
発
行
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
よ
る
特
例
転
入
を
停
止

し
ま
す
。
な
お
、
葛
生
行
政
セ
ン

タ
ー
は
12
月
14
日

（月）
の
午
後
も
停

止
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
各
総
合
窓
口
課

佐
野
☎

（２０）
３
０
１
６
・
田
沼
☎

（６１）

１
１
２
４
・
葛
生
☎

（８６）
４
７
１
３

※
12
月
７
日

（月）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

市
民
課
、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン

タ
ー
に
名
称
を
変
更
し
ま
す




